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三菱電機株式会社 
 2019年 4月 

 

 

 本書は、三菱 HEMSの情報収集ユニット(HM-GW03)に蓄積されているエネルギー計測データの書き出し

方法についての手順書です。エネルギー計測データの提出時等、以下手順に沿ってデータの書き出し作

業を行ってください。  注：HM-GW02(旧型品)はデータ書き出し機能がありません。 

 

 

（１）USBメモリ     
 

 
 
 

 

（２）HEMS アプリをインストールした操作表示端末(タブレットまたはスマートフォン) 

①タブレットの場合     

 

 

 

 

 

※ スマホで操作を行う場合は情報収集ユニットのインターネット接続が必須です。接続方法について 

   は「三菱 HEMS 取扱説明書＜初期設定編＞」を参照ください。タブレットでの操作の場合はインタ

ー 

ネット接続がなくても可能です。 

 

 

（１）情報収集ユニットの SW(ソフトウェア)バージョン確認 

タブレットまたはスマホの設定一覧画面で「システム情報」をタップして「情報収集ユニット」

のバージョンが 001.001.205 以上、時間単位集計データ(通称：Zデータ)が必要な場合は 

バージョン 001.001.236 以上になっていることをご確認ください。バージョンが 001.001.205 

未満の場合はデータ書き出しができないため、情報収集ユニットの SW更新が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）HEMS アプリのバージョン確認 

    上記画面で「アプリ」のバージョンが 001.001.202 以上になっていることをご確認ください。

アプリのバージョンが 001.001.202 未満の場合はアプリの更新が必要です。  

 

注：100MB程度の空き容量が必要です。 

以下の USBメモリは使用できません。 

・セキュリティソフトが入っている USBメモリ 

・ライトプロテクトがかかっている USBメモリ 

・FAT32以外でフォーマットされている USBメモリ 

三菱 HEMS 

(HM-ST03タブレット用) 

三菱 HEMS 

(HM-ST03スマートフォン

用） 

タブレットアプリのバージョン情報画面 

三菱 HEMS エネルギー計測データの書き出し方法 
 

スマホアプリのバージョン情報画面 

【準備頂くもの】 

②スマホの場合 

【事前確認】 
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＜STEP1：タブレット、スマホ共通＞ 

（１）USBメモリを情報収集ユニットの     （２）情報収集ユニットのオプション USB

ポートに差込みます。         ランプ 3の「緑点灯」を確認します。 

     

 

 

 

 

オプション 3ランプ 状態 備考 

緑点灯 データ書き出しの準備ができました - 

消灯 USBメモリを認識していません 【準備頂くもの】(1)を参照に 
USBメモリを確認してください 

 

＜STEP2＞ 
 ■タブレットの場合 
  ①アプリを起動します。 
 
 
 
 
 

②設定を選択します。 
 
 
 
 
 
  ③HEMS 設定一覧へを選択します。 
 
 
 
 
 
  ④データの書き出しを選択します。 
 
 
 
 
 
  ⑤開始を押します。 
 
 
 
 
 
  ⑥書き出し中、注意喚起の表示がされます。 
 
 
 
 

 
■スマホの場合 
①アプリを起動します。 

 
 
 
 
 
  ②お知らせ画面を選択します。 
 
 
 
 
 
 
  ③設定画面を選択します。 
 
 
 
 
 
 
  ④データの書き出しを選択します。 
 
 
 
 
 
  ⑤開始を押します。 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

・USBポートは 2つありますが、 
どちらでも使用できます 

【書き出し作業】 
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＜STEP3：タブレット、スマホ共通＞ 

「オプション 3」ランプの確認、作業完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オプション 3ランプ 状態 備考 

緑点滅 データ書き出し中です 書き出し中は USBメモリを抜かないで
ください。 

緑点滅後に緑点灯 データの書き出しが完了しました USBメモリの種類によっては書き込み
動作が継続している場合があるので、
USBメモリを抜く場合は緑点灯後 3分
経過してから抜いてください。 

赤点灯 データの書き出しに失敗しました USBメモリをいったん抜いて、初めか
らやり直してください。 

 

 

 

情報収集ユニットの SWバージョン 001.001.236 から、計測データの自動書き出し機能が追加されて

います。USBメモリを挿入し、タブレットアプリで「自動書き出し」設定を ONにしておけば、毎月 5日、

15日、25日に自動的にデータが書き出されます。 

書き出されるデータの内容は手動で書き出した場合と同じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は「三菱 HEMS 取扱説明書＜操作編＞」を参照ください。 

 

以上 

【補足】自動書き出し機能について 
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三菱電機株式会社 
 2018年 6月 

 

 

 本書は、三菱 HEMSの情報収集ユニット(HM-GW03)に蓄積されているエネルギー計測データの確認方法に

ついての手順書です。エネルギー計測データ提出時等に以下手順に沿ってデータの確認をしてください。 

 

（１）三菱 HEMS の書き出しデータが入った USBメモリ 

 

 

 

（２）Microsoft Excel(推奨)がインストールされたパソコン 

 

 

 

 

 

 

 

（１）USBメモリをパソコンの USB端子に挿入します。 

 

 

 

 

 

 

 （２）USB メモリのデータフォルダをパソコンにコピーします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

H データフォルダ Z データフォルダ 

※ バージョン 

 001.001.236以上 

【準備頂くもの】 

 

【計測データ確認手順】 

三菱 HEMS エネルギー計測データの確認方法 
 

太陽光総積算 

発電量フォルダ 
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 （３）フォルダ構成 

   

フォルダ名 通称 概要 

H_yy 

(H_17，H_18など) 

H データフォルダ 1年分の月単位データ、日単位データ、時間単位データ(通称：H データ)

が保存されるフォルダです。 

フォルダは 1年に 1個作成されます。 

フォルダ名の下 2桁は西暦の下 2桁を示します。 

( H_17フォルダには 2017年の Hデータが保存されます。) 

Z_DATA Z データフォルダ 時間単位集計データ(通称：Z データ)が保存されます。Z データは情報

収集ユニットのバージョン 001.001.236 以上で書き出されます。 

H_DATA 太陽光総積算 

発電量フォルダ 
太陽光総積算発電量データが保存されます。 

 

 （４）データの見かた 

   書き出したデータはすべて CSV 形式(カンマ区切りテキストデータ)です。表計算ソフト等(推奨：

Microsoft Excel)で内容を確認できます。 

   電力量の単位はすべて[Ｗｈ(ワットアワー)]です。 

 

  ①Hデータ 

・H データの見かた(概要) 

Hデータには「月単位データ」「日単位データ」「時間単位データ」の 3種類あります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データの種類 ファイル名 ファイルの数 

(1フォルダ内) 
概要 

月単位データ H_yy.csv 1個 ・20yy年の月単位データ 

  例：H_16.csv は 2016年の月単位データ 

・1度に最大 20個(20年分)のファイルを書き出し 

日単位データ H_yymm.csv 最大 12個 ・20yy年 mm月の日単位データ 

  例：H_1703.csv は 2017年 3月の日単位データ 

・1度に最大 24個(2年分)のファイルを書き出し 

時間単位データ H_yymmdd.csv 最大 366個 ・20yy年 mm月 dd日の時間単位データ 

  例：H_180512.csv は 2018年 5月 12日の時間単位データ 

・1度に最大 63個(63日分)のファイルを書き出し 
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・H データの見かた(詳細) 

H データは、項目が縦に並び，時間(月，日または時間)ごとの計測値が C 列以降(C，D，E，

F‥の順)に横に並びます。単位は全て [Wh]
ﾜ ｯ ﾄ ｱ ﾜ ｰ

です。 

B 列はその項目を計測した計測機器の名称です。「機器本体」と記載されているのは CTレス

機器からの電力データです。B 列が空白になっている項目(例では 2～14 行)は、各機器による

計測値を HEMSが集計したデータです。 

 

      例：H_1802.csv(2017年 2月の日単位データ)  注：A，B列の幅を変更済み 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

集
計
さ
れ
た
デ
ー
タ 

時間 (月，日または時間 日単位データの場合は日)

2018年 2月 
 1 日  2 日   3 日   4 日   5 日   6 日  7 日   8 日  9 日  10 日  11 日・・・・ 

項
目 

各
機
器
に
よ
る
計
測
デ
ー
タ 

計測値 [Wh] 計測機器の名称 

「機器本体」は CTレス機器からの電力データの意 
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・H データの活用例 

    例：受給した補助金の報告のために「2017年 3月の 1ヶ月間の太陽光発電量」が必要 

 

＜STEP 1＞ 

H_17フォルダに保存されている H_17.csv (2017年の月単位データ)を開きます。 

 

＜STEP 2＞  

集計されたデータ(B 列が空白)の項目から「太陽光発電量」を探します。(例では 8行目) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜STEP 3＞  

2017年 3月の太陽光発電量の値(例では E列 8行 635254[Wh])を報告書に記載します。 

     注：報告書の電力の単位が[Wh]でなく [kWh]
ｷ ﾛﾜｯ ﾄｱﾜ ｰ

の場合は 635.254[kWh]を報告します。 

( 1[kWh]＝1000[Wh] ) 

 

  

太陽光発電量 

2017年 

  1 月    2 月    3 月   4 月    5 月    6 月    7 月・・・・ 

集計されたデータ 

(B列が空白) 

2017 年 3 月の太陽光発電量 [Wh] 
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  ②Zデータ 

・Z データの見かた(概要) 

Zデータ(時間単位集計データ)は、1ヵ月分の時間単位電力データが一つのファイルにまとめら

れたデータです。 

データの種類 ファイル名 ファイルの数 

(1フォルダ内) 
概要 

時間単位集計データ 

(通称：Zデータ) 

Z_yymm.csv 制限なし ・20yy年 mm月の時間単位データ 

  例：Z_1703.csv は 2017年 3月，1ヶ月分の時間単位 

集計データ 

・1度に最大 2個のファイルを書き出し(前月分のデータ，当月

の書き出し実施日までのデータ)  

注：前々月およびそれ以前のデータは書き出せません 

 

   注：書き出しの頻度について 

Z データは「前月 1 ヶ月分のデータ」と「当月の月初から書き出し実施日までのデータ」

の 2 つのみが書き出されます。例えば 6 月 12 日に書き出し操作を行うと「5 月１日～5 月

31 日のデータ」と「6 月 1 日～6 月 12 日のデータ」が書き出されます。月初から月末まで

継続したデータを書き出せる期間は、次月の 1ヶ月間のみなので、毎月のデータを途切れな

いように書き出すには、ひと月に 1回以上の書き出しが必要となります。 
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・Z データの見かた(詳細) 

Hデータと違い，項目が横に並び，時間ごとの計測値が 2行目以降に縦に並びます。単位

は Hデータと同様に全て [Wh]
ﾜ ｯ ﾄ ｱ ﾜ ｰ

です。 

2 行目はその項目を計測した計測機器の名称です。「機器本体」と記載されている場合は

CT レス機器からの電力データです。2 行目が空白になっている項目(例では B～I 列)は、各

機器による計測値を HEMSが集計したデータです。 

      例：Z_1805.csv (2018年 5月の Zデータ)  注：A列の幅を変更済み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

時
間 

項目 

集計されたデータ(2行目が空白) 各機器による計測データ 

計測値 [Wh] 計測機器の名称 

「機器本体」と記載されている場合は CTレス機器からの電力データの意 

2
0
1
8
/
5
/
1
 

2
0
1
8
/
5
/
2
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・Z データの活用例 

    例：平成 29 年度 ZEH補助金(グレード B申請)の報告(データ提出)を行う。 

 

    ＜STEP1＞ 

Zデータフォルダ(Z_yyフォルダ)に保存されている Zデータ(Z_yymmdd.csv)の内容を

確認します。複数の計測機器で同じ回路の電力を計測している場合や、CT レス機器の電

力を計測機器で計測している場合、電力データが重複して書き出される場合があります。

最初の書き出しを行った後に、重複がないか確認してください。 

 

 

 

 

 

データが重複している場合は、どちらか一方のデータを書き出さないように設定して

ください。Zデータに書き出す設定(または書き出さない設定)は、グラフ表示設定と連動

しています。タブレットアプリまたはスマホアプリの「グラフ表示設定」で重複データ

のどちらかを表示しないように設定してください。(設置ツールでも設定可能) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ表示設定を変更し、変更後に書き出したデータを報告に使用してください。 

 

＜STEP2＞ 

Z データ(Z_yymmdd.csv)を、SII(一般社団法人 環境共創イニシアチブ)が指定する方法(web

ページからアップロードなど)で提出します。 

 

  ③太陽光総積算発電量 

・太陽光総積算発電量の見かた 

    H_DATA フォルダ内の H_integ.csv に、太陽光発電量の積算値が記録されています。 

 

 

 

 

 

 以上 

タブレットアプリ 
スマホアプリ 

書き出し日時 

 yyyy年 mm月 dd日 hh時 mm分 
 

太陽光総積算発電量 [Wh] 

例：EcoEye(計測機能内蔵型分電盤)の計測データと、IHクッキング 
ヒーター本体(CTレス)からの電力データが重複 


